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研究成果の概要（和文）：本研究の主目的は中学校の英語教科書のテキストの類型化に基づき、読む・書くという文字
を媒介としたコミュニケーションの領域におけるタスク開発を行うことであった。タスクとリーディングに関する研究
を整理し、「ジャンル・テキストタイプ」という談話構造の特徴に焦点を当てることにした。平成18年度及び平成24年
度の中学校英語教科書を修辞的構造及びジャンル・テキストタイプの点から分析をし、中学校の英語教科書のテキスト
の類型化を試みた。大学生及び大学院生を対象に実施した調査結果に基づいて、類型化に基づくタスクの例を示した。
さらにジャンル・テキストタイプを核としながら英語でリーディングを指導する方法を提案した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project was to create pedagogical tasks that involve written 
communication (i.e., reading and writing) on the basis of types of texts in junior high school textbooks. 
First, I reviewed previous studies on tasks and reading and clarified the concept of genre/text type in 
the literature. Then, I analyzed the junior high school textbooks of 2006 and 2012 in terms of genre/text 
types and found several frequently used types. Further, I carried out a survey to undergraduate and 
graduate students and investigated the language acts and purposes according to typical genre/text types. 
Based on the results of the survey, I provided an example of creating tasks. I proposed a reading 
instruction focusing on the genre/text types.

研究分野： 英語教育学

キーワード： 外国語教育　教育課程・カリキュラム論　タスク　リーディング
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１．研究開始当初の背景 
タスクとは、学習者が目標言語を用いて遂

行する課題のことであり、広義にはコミュニ
ケーション活動であると考えられる（白畑他, 
1999）。コミュニケーション活動と異なるの
は、(1) 文法形式よりも意味内容が重視され
る、(2) 達成されるべき課題が明確である、
(3) 現実世界の日常的な行為と関連性がある、
(4) 目標言語を用いて行われる、(5) 何をどの
ように言うかは学習者によって決められる、
という特徴を持つことである  (Shiokawa, 
Sakai, & Urano, 2005)。 
タスクに基づく外国語教授法は、コミュニ

ケーション能力を育成するための外国語教
授法が発展した方法であり、また第二言語習
得理論の支持を得て世界中で注目を浴びて
いる (Richards & Rodgers, 2001, p. 223)。
日本の英語教育においても、習得したことを
活用できる力の育成が求められており、タス
クを含むコミュニケーション活動が重要視
されている。例えば、平成 24 年度から施行
された中学校学習指導要領・解説では、「『聞
くこと』、『話すこと』、『読むこと』及び『書
くこと』の４技能の総合的な指導を通して、
これらの４技能を統合的に活用できるコミ
ュニケーション能力を育成するとともに、そ
の基礎となる文法をコミュニケーションを
支えるものとしてとらえ、文法指導を言語活
動と一体的に行うよう改善を図る。」(p. 3) と
されている。 
タスクを支える認知心理学や第二言語習

得の理論研究、タスクの効果に関する実証的
研究や実践・開発研究が、聞く・話すという
口 頭 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  (oral 
communication) を取りあげて行われてきた 
(例, Ellis, 2003; Skehan, 1998; Willis, 1996)。
日本においては、高島 (1995, 2000, 2005) が
文法項目と口頭のコミュニケーションに焦
点をあててタスクの開発を試みている。しか
しながら、読むことや書くことを中心とする
コミュニケーションに焦点をあてたタスク
についてはあまり研究されていない。近年、
Willis & Willis (2007) がタスクに基づく言
語教育に関する著書の中で、書かれたり読ま
れたりするテキストを用いたタスクについ
ての章 (Tasks based on written and spoken 
tasks) を設けたことを考慮すると、読むこと
や書くことを中心とするコミュニケーショ
ンに焦点をあてたタスクの開発の重要性は
高いと考えられる。また、Willis & Willis 
(2007) の「書かれたテキストを用いたタス
ク」であっても、テキストのジャンル・テキ
ストタイプを考慮されたタスクは提案され
ていない。テキストに書かれた内容を活用し
ていくタスクとなっている。よりコミュニカ
ティブなタスクにするためには、手紙や物語、
報告、スピーチといったジャンル・テキスト
タイプごとにタスクを開発することが重要
である。例えば、手紙文に対しては返事を書
くというタスクは自然であるが、物語に対し

て返事を書くというタスクは不自然である。 
そこで、本研究では、テキストの類型化に

基づき、読む・書くという文字を媒介とした
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  (written 
communication) の領域におけるタスク開発
を行うことを目的とした。 
 
２．研究の目的 
本研究の主目的は、中学校の英語教科書に

基づき、リーディング中心のコミュニケーシ
ョン・タスクを開発することである。リーデ
ィングを中心としたタスクの開発に応用す
ることによって口頭のコミュニケーション
に偏っていたタスク研究の成果をより発展
させることが可能であると考える。さらに、
英語教科書に基づいたリーディングを中心
とするタスクを開発し、あわせてタスクを用
いた指導方法を研究することによって、中学
校における 4技能を統合した言語活動を提案
することができ、英語教育の改善に貢献する
研究であると考えた。 
 
３．研究の方法 
上記の目的の遂行のために、具体的には、

タスクとリーディングに関する研究を整理
すること、中学校の英語教科書のテキストの
類型化を行うこと、タスクの開発を行うこと、
そして、タスクの形成的評価を実施すること
を具体的な目的とした。実際には、タスクと
リーディングに関する研究を整理する中で、
「ジャンル・テキストタイプ」という談話構
造の特徴に焦点を当てることになった。また、
中学校英語教科書の分析の先行研究の概観
を行った。さらに、中学校英語教科書を修辞
的構造及びジャンル・テキストタイプの点か
ら分析をした。また、タスクの作成に関して
は、現実社会のタスク（ターゲットタスク）
を意識するために、ジャンル・テキストタイ
プに関わる言語行為についての調査を大学
生及び大学院生を対象に実施した。その結果
に基づいて、中学校英語教科書に頻繁に見ら
れるジャンル・テキストタイプについて、類
型化に基づくタスクの例を示した。さらに、
ジャンル・テキストタイプを核としながら英
語でリーディングを指導する方法の提案を
行った。 
 
４．研究成果 
(1) 概念整理 
先行研究に基づき、概念整理を行った。そ

の結果、次のようにされた。ジャンルは、談
話構造の一側面であり、ジャンルとはある特
定 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 目 的 
(communicative purpose) を反映したテキス
トの構成方法として捉えられる。また、また、
社会的な行為や出来事としても捉えられる。
本研究では、「ジャンル」と単独で表記せず、
「ジャンル・テキストタイプ」という言い方
を採用する。 
 



(2) ジャンル・テキストタイプの重要性 
さらに、中学校学習指導要領を概観し、

1990 年代には「まとまりのある英語」を扱っ
た言語活動を行うことが示されており、2000
年代に入り言語使用の場面や働きに重点が
置かれ、ジャンル・テキストタイプに応じた
言語活動を行うように示されるようになっ
たと言える。さらに、2010 年代に入り、その
指針が明確になったと言える。つまり、ジャ
ンル・テキストタイプの指導の重要性を指摘
した。 
 
(3) 中学校の教科書研究の概観 
中学校英語教科書の分析を行った先行研

究の概観をまとめた結果、さまざまな観点か
ら教科書分析が行われてきたにも関わらず、
ジャンル・テキストタイプに注目した教科書
分析研究が欠如していることを指摘した（酒
井・和田, 2012）。 
 
(4) 中学校英語教科書のジャンル・テキスト
タイプ分析 
酒井・和田 (2012) では、平成 18 年度版

中学校英語教科書にどのようなまとまりの
ある英語が扱われているのかを調べた。分析
の結果、比較的多様なジャンル・テキストタ
イプが用いられていることがわかった。また、
社会的行為や目的が明確でない基本的なジ
ャンル・テキストタイプも見られた。頻度の
高いジャンル・テキストタイプは、会話、ス
ピーチ、自己紹介、放送、散文、電子メール、
手紙、ウェブサイトであった。6 社の教科書
すべてで扱われているジャンル・テキストタ
イプは少なかった。これらの分析結果に基づ
き、教育的示唆を行った。 
さらに、平成 24 年度 (2012 年度) から使

用されている中学校英語教科書をジャン
ル・テキストタイプの点から分析した。平成
18 年度版の教科書との相違点・類似点を指摘
した。 
 
(5) ジャンル・テキストタイプの言語行為と
タスク作成の例 
中学校英語教科書分析によって明らかに

なったジャンル・テキストタイプを取り上げ
て、どのようなコミュニケーション上の目的
が期待されうるのかについての基礎資料を
得るため、質問紙票調査を行った。 
調査協力者は、信州大学教育学研究科英語

教育専修の大学院生 6名と「英語科評価論」
受講生である信州大学教育学部の大学生 31
名であった。 
中学校英語教科書のジャンル・テキストタ

イプの分析において、10 種類のジャンル・テ
キストタイプを選んだ（物語や小説、伝記、
脚本（劇、ドラマ、映画）、ノンフィクショ
ン、物語・小説・伝記・脚本・ノンフィクシ
ョンなどの要約、解説、報告、日記、はがき・
手紙・メール、詩）。これらのジャンル・テ
キストタイプについて、読んだことに基づい

て行う行為や、読んだり書いたりする目的に
ついて、次の 2種類の質問を行った。自由記
述回答を求めた。 
結果として、物語や小説、伝記、脚本（劇、

ドラマ、映画）、ノンフィクション、物語・
小説・伝記・脚本・ノンフィクションなどの
要約、解説、報告、日記、はがき・手紙・メ
ール、詩に関する回答をまとめた。 
例えば、物語や小説についての言語行為は、

読みに焦点があてられたタスク、読んだ後に
表出するタスク、自分の考えに関するタスク、
その他にまとめられた。さらに、現実タスク
（ターゲットタスク）と教室内タスクを設定
する例を示した。 
 
例① 
現実タスク 
〇物語・小説を読み、自分の好きな言葉を抜
き出して、facebook の中の「好きな言葉リ
スト」に加える。 
教室内タスク 
〇物語・小説を読み、印象深い表現を抜き出
す。 
 
例② 
現実タスク 
〇ポップを書く。 
教室内タスク 
〇読んで、要約する。 
〇読んで、進める・推薦文を書く。 
 
(5) ジャンル・テキストタイプを核としたリ
ーディング指導の提案 
ジャンル・テキストタイプを核としながら

英語でリーディングを指導する方法の提案
を行った。ジャンル・テキストタイプに基づ
く読み方を、リーディング指導の展開に位置
付けた。 
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